
  

 

 
 
 
 
 

新たな挑戦と成長の季節            校長 山下 慎一 

 

31 日間の夏休みを終えて、前期後半がスタートしました。10月 10 日の前期終了までの期間は、代替わりした

卓球部の新人戦があり、大きな学校行事（学校祭）や地域行事（東千歳地区秋祭り）をはじめ、学習面でも内容

が深まり、3年生はもちろん、1,2 年生も自身の進路について具体的に考え始める大切な時期でもあります。 

これらの経験を通して子どもたちはまた一つ成長していくことになりますが、時には順調にいかないこともあ

ろうかと思います。しかし、仲間と協力し、周りの大人に相談しながら、一つ一つの課題に粘り強く取り組むこ

とで、必ず乗り越えることができます。 

そのために必要な資質が、あきらめないこと。つまり、「挑戦」することです。 

「雨垂れ石を穿つ（うがつ）」という言葉があります。たとえ小さな力であっても、積もり積もれば石にも穴を

あけるように、大きな結果に繋がるという意味です。子どもたちには「挑戦」する気概を持ち、失敗を恐れずに

積極的に取り組む中で経験を積み、達成感を味わってほしいと願っています。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

職業体験で得たもの 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


